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第2に 日本における英語受容問題の現状観察(observation)と 記述(description)を し、第
3に 問題の原因特に歴史的要因の究明(explanation)を 試み、第4に 問題の今後の予測(pre-
diction)を し、そ して最後に問題の改善 に必要な対策(control)を 講ずるという社会科学的











等性を意識 したエスペラントに代表される人工の国際語が提示されてか ら久 しいが、理想論 と
は別にその機能的価値は今だに広 く認知されていないだけでな く、それは今後の実際的な使用
範囲拡大の面でも期待されていない。受け入れ られない要因としては、学習上の言語的合理性











べき点が少な くない。 しかし、 このような言語現象の問題を論ずる際には、少なくとも次の2
点を確認 してお く必要がある。第1の 点 は、 このような西洋語や片仮名語の氾濫 は日本語の好
ましくない言語的乱れであり正す必要があるとする規範的言語観 とこの種の言語現象は歴史的
にも言語変化の一過程であるとする記述的言語観があるということである。第2の 点は、 日本
語を日常使用 している一般市民の意識に関するものである。NHKが1983年 に実施 した片仮
名語使用に関する意識調査の結果を整理 した小坂井(1996年 、219～220頁)に よると、調査
に協力 した地方 自治体職員の84パ ーセ ントが片仮名語の使用が 「多い」 と回答 しているが、
今後の片仮名語の増加については大半が 「仕方がない」 と 「特に感 じない」 と回答 していると
いう。 この回答には、 日本語の変化に関する記述的言語観の現状容認 と一種のあきらめ意識が
認められる。
英語受容に関 して一般に看過 されているが重大な問題 としては、少なくとも次の3点 が顕著
である。第1に 、 日夲社会が英語やその他の西洋語を積極的に受容する現状の背景には、欧米
文化に対する日本人の劣等感 と憧れが深 く浸透 しているという問題がある。マス ・メディアに
登場する外国の多 くは過度に理想化された欧米諸国であり、英語教材で扱われる外国や異文化
はアメリカー辺倒になりがちである。平成5年 度使用の中学校英語教科書の内容分析をした大
喜多(1995年)に よると、扱われた地域 ・国の内訳は日本45回 、アジア8回 、 ヨーロッパ10
回、 アフリカ4回 、南アメリカ5回 、北アメ リカ47回 、オセアニア8回 、その他(ロ シア)
0回 で、多 くの英語教材で北アメリカ(ア メ リカ45回 、 カナダ2回)が 優先的に登場 してい
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まっている。 日常英会話の技能は国際人の条件 と思われ、外見を強 く意識する若者の間では、
英会話はいわば実質的価値は低いが表面的に立派に見える模造装飾品の機能を果た している。
更に、 日本語のなかに西洋語や片仮名語を多 く用いることは知識人であることの証であるとみ
なされるようになっている。そしてマス ・メディアや英語教育産業 は、 このような現象を計画
的に起 こし利用することにより、英語を不得手 とする一般大衆に不必要な劣等感 と欲求不満感




英語受容に関する第3の 問題 は、英語が日本人の白人崇拝の態度 と直結されていることであ
る。マス ・メディアの宣伝広告に起用 され る理想化された欧米 の白人 タレント、若者 向けの
ファッション雑誌に登場する白人のモデル、百貨店等にある白人のマネキン、少女向け漫画の
なかの白人化された日本入等には、 日本人の根強い白人崇拝の態度がある。問題は、英語がこ




育の関係 は、今後厳 しく批判 されなければな らない。
以上が現在 の英語受容問題の観察 と記述及 び批判である。一連の問題の原因は極めて複雑で、
日本社会、マス ・メディア、教育界の全体 に深 く広 く浸透 している。
3.英 語 受容問題の歴史的背景
歴史的視点から、 日本人の英語受容はいわゆる先進文化の受容 ・摂取 と密接な関係があり、
単なる言語的問題として扱 うことは建設的でない。 日本人は有史上3回 の大規模な文化革命を
経験 しているといわれる。最初の文化革命 は、奈良 ・平安時代の仏教を中心 とする中国文化の
受容 ・摂取 による文化変容である。渡来宗教である仏教 は、単に日本人の信仰生活の段階に限
らず、 言語、 政治 ・経済、 法律、 医療等 ほとんど全ての面に大 きな変革をもたらし、 現在に










戦争中に日本中に普及 した 「鬼畜米英」のイデオロギーは、敗戦 と同時に180度 転換し、従来
の敵国アメ リカの文化を積極的に歓迎及び崇拝する方向へ移った。これは、一般に戦前 と戦中
の 「排米」が敗戦 と共 に 「拝米」に転換 したといわれる現象である。この現象の一端として、
英語に対する日本人の考えと態度 も否定から肯定に一変 し、戦勝国アメリカの文化を移入 ・模
倣す るたあの英語学習 ・教育が隆盛を極あるようになった。現在において も、アメリカの文化
と英語に対する日本人特 に若者の憧憬意識 は敗戦直後 とあまり変わっていない。



















明治維新以来、第2次 大戦の時代を除いて、 日本人 は西洋文化の受容に一般に熱心であった
が、英語学習 ・教育については一部に批判の動 きがあった。英語帝国主義に関心を もつ堀部
(1995年)に よると、英語学習 ・教育に対する批判は浪費論と国辱論に分類される。前者の批






まり広 く受け入れられていない。再び堀部(1995年)に よると、現在の英語帝国主義批判 は、






















報量 と衣食住やその他の大衆文化により、世界の多様な文化 は急速 にアメリカ化 されている。
このようなアメリカ指向の文化変容に危機感を抱き始め、拒否政策を打ち出している国 も出て
いる。イスラム圏はその代表的な例であるが、アメリカ文化の移入 と模倣 に肯定的価値を認め
る日本では、そのような反アメ リカ文化 の動きはあまりみられない。 日本における英語教育産
業の繁栄 は、.アメリカが発信す る情報 と日本文化のアメリカ化の動向に基づいて成立 している。
同様の動 きは、最近のアジア諸国において も広 く進め られている。21世 紀はアジア ・太平洋
地域の時代であるといわれるが、物心両面 における問題を含みながらのアジアの最近の経済発
展 と 「眠れる巨人」 といわれる中国の目覚めは世界の注 目を集めている。そこで必要なことは、











メリカの 「言語 と文化」の規範に基づいて考えて しまう。 しかし、英語を国際言語 とし



















けの模造装飾品であり、いわゆる知識人の皮相的エ リー ト意識を示す表面的な象徴に過 ぎず、
日常のコ ミュニケーションに直接必要ではない外国語である。 日本人は、英米の植民地 とされ








はならない。 日本人 と英語の今後の関係で特に注意すべき点は、 日本人がこの事実を認識 し、
英語を英米文化や白人 と切 り放 して把握することであろう。 この課題 も、 日本人が今後真剣に
取 り組むべき言語政策 と無関係ではない。
英語が国際的 コミュニケーションの手段 として今後一層重視 されるという予測に立てば、日
本人は英語を通 じて先進と思われる欧米文化を一方的に移入 ・摂取するだけでなく、 日本文化
を異文化の人達に紹介 し理解を求めるという双方向コミュニケーションの方針を確立 しなけれ
ばならない。この課題に関 しては、英語 に対 して無批判 に肯定的な態度を抱 く人達や英語学
習 ・教育関係者の多 くが欧米文化崇拝者であり、 日本文化に無知 ・無理解であるだけでなく、
日本人であることに劣等感を抱いているという共通の問題がある。 このような課題意識から、
日本文化についての情報を国際的に発信することの重要性について、文化交流の事業に長年従
事 した加藤(1996年)は 次のように主張 している。
アメリカや西ヨーロッパはもとよ り、 「欧米文化圏」 全体について言えることですが、
日本の側か らの発信を活発化することが、 「片想い」 解消のためもっとも大切なことで
す。発信の仕方には気をっけなければなりません。 こちら側に見識がなく、欧米人にお
もねり、先方のものの見方に迎合するだけの発信は、百害あって一利なしです。日本人









から民間段階に至る多 くの日本人が言語政策に関心を抱 き、英語を欧米文化や白人から切 り放
し、国際的コミュニケーションの場で日本の社会 ・文化について説明できる人材を育成をしな
ければならないということである。
お わ り に
日本人にとっての英語の存在の問題が現在問い直されている。最近の問題提起の視点は、国




手段としての英語に代わるべき特定言語 の提示の可能性を論 じ、第2に 日本人の英語受容問題
の現状を分析 し、第3に 問題の歴史的背景に言及 し、第4に 問題の動向の今後を予測し、最後
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に事 態 改善 に関 す る課 題 にっ い て論 じた。 これ らの背 景 に は、 現 状 を改 善 す るた め の 具 体 的 な
代 案 が 提示 さ れ国 際 的 に認 知 さ れ な け れ ば、 現 状 批 判 を展 開 して も、 最 終 的 に は現 状 を 受 け入
れ な けれ ば な らな い とい う基 本 的 な議 論 方 針 が あ る。
日本 人 と英 語 の関 係 に関 す る今 後 の大 きな課 題 は、 多 くの 日本 人 が 日本 語 の将 来 を左 右 す る
よ うな 言 語 政 策 に 関心 を寄 せ、 欧 米 崇 拝 者 に よ る欧 米 文 化 の一 方 的移 入 ・摂 取 の た め で な く双
方 向 コ ミュ ニ ケ ー シ ョ ンの た め の英 語 と英 語 学 習 ・教 育 を推 進 しな け れ ば な らな い とい う こ と
で あ る。 こ れ らの課 題 は、 日本 が鎖 国 政 策 を再 び採 る こ とが不 可 能 で あ り、 ア ジア ・太 平 洋 の
時 代 といわ れ る21世 紀 に は、 一 層 重 要 な意 味 を もつ よ うに な る だ ろ う。
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